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２００３年７月２日 

 
国内初、行政機関や民間企業の基幹業務システムに適用可能な 

「デジタルペンソリューション」を提供開始 
－デジタルペンで紙に記入した手書き情報を既存の業務システムで利用可能に－ 

 
 株式会社日立製作所 情報・通信グループ（グループ長＆CEO：古川一夫、以下、日立）は、国内で初

めて、行政機関や民間企業などの組織向けに、「デジタルペンソリューション」を体系化し、７月３日から提

供開始します。                   

本ソリューションでは、データ振分けソフトウェアを中心にして、デジタルペン(※１)やデジタルペーパー

(※2)などの製品群と組み合わせ、これらの導入から運用までをトータルに支援するソリューションを提供し

ます。これにより、ペンで紙に書いた情報を既存の業務システムでそのまま即時に利用することができま

す。例えば行政機関では、職員は住民による手書きの申請情報をコンピュータに再入力する手間が省け、

業務の効率化を図ることができます。また住民は、ペンと紙による従来通りの記入手順を変更することなく

手続きを行えます。本ソリューションは、このほかにも、銀行での窓口業務や屋外での現場調査、水道や

ガスなどの点検業務など様々な業務に利用可能です。 

 (※1)デジタルペン： 

   スウェーデンのアノト社が開発したアノト・ファンクショナリティ対応の製品。デジタルペーパーに書き込んだ情報を取得

するペン。データの転送方法としては、現在 Bluetooth™通信や USB 接続がある。同製品は、アノト社のペンパートナ

ー企業によって、各々のブランドで製造・発売される。 

(※2)デジタルペーパー： 

   アノト社が開発したアノト・ファンクショナリティ対応の製品。カーボンインクにより特殊なドットパターンを印刷した専用

紙。同製品は、アノト社の紙・印刷パートナー企業によって、各々のブランドで製造・発売される。 

 
 従来のデジタルペンは、主に個人利用向けに開発されたものであり、ペンで書いた文字や絵のイメージ

データをパソコンに取り込み、メモやメールの添付データとして利用するのが主流でした。デジタルペンを

組織内の業務に適用する場合、記入された情報と該当する業務システムを、効率的に連携することが求

められていました。本ソリューションでは、用紙の種類を判別して記載された内容を認識し、文字をテキス

トデータに変換して自動的に業務システムにつなげることができます。そのため、様々な帳票を取扱う、行

政機関や民間企業の業務に適用できます。 
 

■「デジタルペンソリューション」の特長 
１．行政機関や企業などの組織の基幹業務システムに適用可能 
  本ソリューションの中核となる、データ振分けソフトウェアの EPLS(※3)（Enterprise Paper Look-up 

Service）や ASH 基盤(※4)(Application Service Handler)を提供します。これらにより、業務システムと用

紙の対応管理や、文字認識機能による手書き情報からテキストデータへの変換、該当する業務システ

ムへのデータ振分けなどが可能となるため、行政機関などの基幹業務システムで活用できます。 
(※3)EPLS（Enterprise Paper Look-up Service）： 

   アノト社と日立で共同開発した製品。ペンから送られたデータを、対応する業務システムに振分けるソフトウェア。全て

のデジタルペンおよびデジタルペーパーに割り振られた ID と業務システムに対応した ASH 基盤の URL アドレスを登

録管理する。 

(※４) ASH 基盤(Application Service Handler)： 

日立が開発した製品。デジタルペンから転送された手書き情報を業務システムに引き継ぐためのデータ処理を行うソ 

フトウエア。主な機能のひとつとして、文字認識機能がある。 
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２．ペン内に情報を保存できるため、屋外の業務でも利用可能 
  A４サイズ４０枚程度の情報を、ペンに内蔵されているメモリに一時的に保存できます。これにより、パソ

コンを持ち運べない屋外での現場調査や、水道、ガスなどの点検業務などにも適用できます。記入し

た情報は、作業が終了した後でまとめて送ることができます。 
 

３．業務量や業務システムの規模に合わせた導入が可能 
  本ソリューションでは、スタンドアローンモデルから５０人、５００人、３，０００人規模向けのサーバモデル

まで幅広いラインアップがあり、業務量や業務システムの規模に合わせた導入が可能です。また、処理

量の伸びに合わせたシステム拡張も容易に行えます。 
 

今後は、文書管理や電子申請などの、公共向けの業務パッケージソフトウェアとの連携を図り、電子政

府、電子自治体ソリューションに適用していきます。また、金融、流通や教育などの分野にも適用範囲を

拡大して行く予定です。更に、海外についてもパートナー企業と連携し、アジアを中心とした販売も視野

に入れていきます。 

 

なお、本ソリューションは、７月２２日、２３日に東京国際フォーラムで開催する「HITACHI-IT コンベンシ

ョン２００３」で紹介する予定です。 
 

■「デジタルペンソリューション」体系： 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

■システム価格：５０人モデル例 ５５０万円(ペン５０本、紙５種類、EPLS１式、ASH１式) 

            ※お客様の利用状況により、価格は異なります。 
■販売目標   ：２００５年までに５億円 

■「デジタルペンソリューション」ホームページ：http://www.hitachi.co.jp/tegaki (７月３日オープン) 

■他社所有商標に関する表示 

・ Bluetoothは､米国Bluetooth SIG,Inc.の登録商標です｡ 

・ その他、本リリースに記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

製品群 

支援サービス 

デジタルペン 
デジタルペーパー 
EPLS（データ振り分けソフトウェア） 
ASH 基盤（データ処理ソフトウェア） 

システム構築 
業務システムとの接続サービス 
メンテナンス 
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■取扱事業部・照会先 

株式会社 日立製作所 情報・通信グループ 公共システム事業部 
カスタマ・リレーションズセンタ［担当：亀山、廣田］ 
〒１３６－８６３２ 東京都江東区新砂一丁目６番２７号 新砂プラザ 
電話 ０３－５６３２－７４１２（ダイヤルイン） 
 
 
 

以  上
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添付資料   

「「デデジジタタルルペペンンソソリリュューーシショョンン」」  製製品品説説明明資資料料  
１．「デジタルペンソリューション」 

「デジタルペンソリューション」利用の流れは、以下の図のようになります。 
 
 

  

デジタルペン 

ネットワーク 

EPLS 

既存 
業務システム 

既存 
業務システム 

デジタル 
ペーパー 

ASH 基盤 

 

・ 文字認識機能 
デジタルペン 

ネットワーク 

EPLS 

既存 
業務システム 

既存 
業務システム 

デジタル 
ペーパー 

ASH 基盤 

（１）記入データを送信 

（２）対応する ASH 基盤の 

URLをペンに送信 

（３）手書きデータをペンから 
ASH 基盤に送信 

・ ペーパーID と ASH 基盤の

 
・対応する帳票に振分け 

・ 文字認識機能 
・既存業務システムと連携 

URL を対応管理 

ペンアクセスポイント 
（PC、ノート PC など）

EPLS：Enterprese Paper Look-up Service 

                                              ASH ：Application Service Handler 

  
図１．「デジタルペンソリューション」の構成 

 
２．「デジタルペンソリューション」を構成する製品群 

（１）デジタルペン 
デジタルペーパーに書き込んだ情報を取得するペン（図２）です。ペンにはカメラ(①)、画像処理装置

(②)、メモリ(③)、インクカートリッジ（通常のボールペンと同様のインク）、筆圧センサー(④)、およびバッテ

リー(⑤)が内蔵されています。記述時に筆圧センサーが作動し、カメラがデジタルペーパーのドットパター

ンを読み込むと、画像処理装置によって、ペン先の位置情報と、紙ごとに割り振られた固有の ID が取得さ

れます。ペンの軌跡以外に、書いた順序、速度、筆圧、相対的な時間情報なども取得することができます。

取得した筆跡ストローク情報はメモリ内に蓄積され、ペンのアクセスポイントへ転送されます。データの転

送方法としては､現在、USB 接続や Bluetooth™通信があります。 

なお、この製品は、アノト社が開発しました。 

データ振分けソフトウェア 

データ処理 

ソフトウェア 
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バッテリー⑤

メモリ③

画像処理装置②

カメラ①

筆圧センサー④

バッテリー⑤

メモリ③

画像処理装置②

カメラ①

筆圧センサー④

 
図２．デジタルペンの構造 

（左：Bluetooth™搭載のペン、右：USB 接続のペン） 
 
 
（２）デジタルペーパー 

カーボンインクにより特殊なドットパターンを印刷した専用紙のことです（図３の①）。ドットは、約０．３mm

間隔で格子状に配置されており、それぞれが微妙に上下左右にずれて配置されています（図３の③）。 

６×６ドット分の面積（１．８mm×１．８mm）を一単位として解釈すると（図３の②）、３６個のドットにつき、そ

れぞれ上下左右４通りの組み合わせが考えられるので､理論上そのパターンは４の３６乗通りの組み合わ

せが考えられます。この６×６ドットの組み合わせを面積に換算すると、非常に膨大な範囲を網羅すること

となります。ドットパターンは、一単位ごとに X、Y 座標が割り当てられているため、個々のデジタルペーパ

ー上でのドットパターンの X、Y 座標から、全ペーパー上での絶対位置を判別できます。デジタルペーパ

ーはそれぞれのペーパーに、固有の ID を割り振ることにより識別が可能です。用途に応じた帳票をこの

用紙上にレイアウトして使用します。 

なお、この製品は、アノト社が開発しました。 

 

①デジタルペーパー  ②６×６ドット＝１．８mm×１．８mm  ③ドットの位置：上下左右４パターン 

 

下

上右

左 下

上右

左

 
 

図３．デジタルペーパーの仕組み 
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（３）EPLS (EPLS = Enterprise Paper Look-up Service) 

日立製作所とスウェーデンのアノト社で共同開発した製品です。 

ペンから送られてきたデータを、対応する業務システムに振り分けるサーバーです。EPLS に

は、全てのデジタルペンおよびデジタルペーパーに割り振られた ID と業務システムに対応した

ASH 基盤の URL を登録管理する機能があります。 

 
（４）ASH 基盤 (ASH = Application Service Handler) 

日立製作所が独自に開発した製品です。 

デジタルペンから送信されてきたデータに処理を施し、次の業務システムに引き継ぐためのソフトウェア

です。前処理の１つとして、文字認識機能が挙げられます。これにより、手書き入力データを直接テキスト

データに変換できるため、データをそのまま業務システムと連携させることが可能です。従来のように、人

の手を介する必要がありません。 

以上 

 



----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 
発表日以降に変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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